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　次世代の理工系人材育成に貢献
企業の技術を次世代に伝えることで、科学技術分野の人材育成に
なります。

　新たなCSR・CSV活動
大学と連携して学校教育に貢献する新たなCSR・CSV活動が展開
できます。

　参加社員の意識向上
自社の技術を通じて次世代と触れ合うことで、改めて仕事の
意義・価値を捉えなおす機会になります。

企業関係者の方へ 教育関係者の方へ
　  青少年期に科学技術への興味関心を喚起
社会と科学技術の結びつきを知ることで、理工系分野への興味
関心を喚起します。

企業や大学を知る機会の提供
企業や大学が何をしているのかを理解することができます。

社会に根付いた知の習得
実際に使われている技術を知るとともに、関連する教材に触れる
ことで、実践的な知を習得することができます。



“UTokyoGSC-Next　未来を切り拓くグローバル科学技術人材の育成プログラム
第６回次世代育成教育フォーラム
~STEAM教育を通じた「主体的・対話的で深い学び」の深化～

研究発表会や学会での成果

産学官民連携によるSTEAM教育
外部資金を活用し、教育委員会や企業と連携した人材育成プログラムを実施しています。

次世代育成オフィス（ONG）のSTEAM教育※

次世代育成オフィス（以下ONG）では東京大学生産技術研究所の研究室はもちろん、産業界、教育委員会や学校と連携し、ワーク
ショップや授業を展開しています。子どもたちの学んでいる「教科・科目と科学技術のつながり」と「社会と科学技術のつながり」を
実感することを通して、未来社会をデザインできる次世代の育成に取り組んでいます。  

※Science（科学）、Technology（技術）、Engineering（工学）、Art[s]（芸術、リベラルアーツ）、Mathematics（数学）のそれぞれの頭文字をとったもので、理数教育
に創造性教育を加えた教育手法。文系・理系の枠組みを超え、学校での学習を実社会における問題発見や問題解決に活かしていく能力を育むための新しい教育。

　UTokyoGSC-Nextは、グローバルな視点に立って、未来社会をデザインできる革新的な科学技術人材を育成する、小中高生を対象
とした3段階の研究プログラムです。2023年度に、JST次世代人材育成事業「次世代科学技術チャレンジプログラム（STELLA）」の小
中高型（2023年度から2027年度）に採択され、東京大学ジュニアドクター育成塾とUTokyoGSCをシームレスにした新しいプログラ
ムを実施しています。

開 催 日｜2025年12月13日（土）　14：00-17：00
会　　場｜東京大学 生産技術研究所コンベンションホール
　　　　　※オンライン同時中継
参 加 者｜学内構成員、全国の教育関係者、企業関係者

　今年度は、「STEAM教育を通じた『主体的・対話的で深い学び』の深化」をテーマに、前半の基調講演では次期学習指導要領や
STEAM教育の最新動向が示されました。後半のパネル討論では未来人材育成に向けた大学・企業・学校の協働について、事例が紹介
され、多角的に意見が交わされました。

UTokyo GSC-Nextホームページ
https://gsc.iis.u-tokyo.ac.jp/

　JST主催の発表会や研究コンテストにおいて、今年度もUTokyoGSC- 
Nextから多くの方が受賞されました。主な受賞者は、下記のとおりです。

■リジェネロン国際学生科学技術フェア（Regeneron ISEF）2025
【物理学・天文学部門 優秀賞4等】  田中喜大 さん（5期生）

■第20回 高校化学グランドコンテスト2025
【1位 文部科学大臣賞】  長坂 ソフィア怜 さん（6期生東京都立日比谷高等学校）

■サイエンスカンファレンス2025（高校の部）
【1位 文部科学大臣賞】  宮嶋櫂 さん（6期生市立札幌開成中等教育学校）
【3位 審査委員長特別賞】  加藤豪 さん（6期生東京学芸大学附属高等学校）
【5位 優　　 秀　　 賞】  松永光世 さん（6期生京都聖母学院高等学校）

■サイエンスカンファレンス2025（小中の部）
【研究発表優秀賞】  緑川愛菜 さん（中2）・小林彪 さん（中3）

■JSEC2025 第23回 高校生・高専生科学技術チャレンジ
【文 部 科 学 大 臣 賞】  栗林輝 さん（6期生市立札幌開成中等教育学校）
【科学技術政策大臣賞】  宮嶋櫂 さん（6期生市立札幌開成中等教育学校）
【花 王 奨 励 賞】  加藤豪 さん（6期生東京学芸大学附属高等学校）
【積 水 化 学 工 業 賞】  長坂 ソフィア怜 さん（6期生東京都立日比谷高等学校）

■第69回日本学生科学賞
【科学技術政策担当大臣賞】  小松 和滉 さん（6期生長野県諏訪清陵高等学校）

JSEC2025　受賞者の様子

第69回日本学生科学賞　受賞者の様子
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“日本航空（JAL）飛行機ワークショップ2025～空のサステナビリティを考えよう!!～

産学官民連携によるSTEAM教育
企業や教育委員会と連携し、理科における先端教育、探究活動を展開しています。

実 施 日｜中学生クラス　2025年11月1日（土）、2日（日）
　　　　　高校生クラス　2025年11月22日（土）、23（日）
参 加 者｜中学生、高校生

　今年は特別プログラムとして、1日目はJALメインテナンスセ
ンターで機内食が提供され、機内食におけるサステナビリティの
紹介、整備場見学、JAL落合氏より航空業界の環境課題に関す
る講義がありました。2日目は本所で鹿園直毅教授による講義
「飛行機の省エネについて考えてみよう」と、グループワークが行
われました。

大日本印刷（DNP）

STEAM型次世代育成ワークショップ2025
実 施 日｜2025年7月31日（木）、8月21日（木）、9月20日（土）
会　　場｜東京大学生産技術研究所、DNP市谷左内町ビル、DNPプラザ
参 加 者｜高校生

　ONGとDNPは教育連携事業としてSTEAM型教育プログラムを協働で開発を行っており、ユニバーサルデザイン（UD）をテーマと
したワークショップを開催しました。講演や疑似体験を通じてUDを自分ごととして捉え、社会課題の解決策を構想し、チームごとに成
果をまとめました。

　ワークショップ10周年を記念して、JAL赤坂祐二会長と本学
藤井輝夫総長による対談が行われ、産学連携の意義と次世代育
成の未来について語られました。

飛行機ワークショップ開催10周年記念対談

実 施 日｜2025年4月～ 2026年3月
対　　象｜東京都立科学技術高等学校 創造理数科1、2年生

　2024年度より理数教育に関する指導計画及び指導法の開
発・実践を進め、先駆的な教育実践システムを構築することを目
的とした事業を行っています。教員研修や講演会の他、1年生の
授業においては、「探究学習デザインメソッド」の教材を使用し、
「問い」をたてるワークショップを行い、2年生は大学院生による
オンラインの研究テーマ相談会を実施しました。

東京都教育委員会

東京都立科学技術高等学校における教育実践システム構築事業～

東京地下鉄（東京メトロ）

鉄道ワークショップ2025
～都市を支える鉄道ネットワーク～

青森県教育委員会

「教科横断型指導のための研修体制
育成プログラム」教員研修に協力

実 施 日｜2025年7月25日（金）
　　　　　（中学生クラスと高校生クラスを同日開催）
参 加 者｜中学生、高校生

　東京メトロ総合研修訓練センターでは乗務員の業務や鉄道
ダイヤについての講義と施設を見学。本所では本間裕大准教授
より鉄道におけるシステムダイナミクスの講義と、路線図を再設
計するグループワークが行われました。

実 施 日｜2025年9月17日（水）
会　　場｜青森県立三本木高等学校
参 加 者｜高校教員

　青森県内の高校教員を対象とした研修に協力しました。
STEAM型探究学習についての講義と「探究学習デザインメソッ
ド」の体験実習、「探究学習における評価等について」の講義が
行われました。

日本航空株式会社 ESG推進部 専任部長　落合 秀紀 氏
開催10周年を記念し、赤坂会長と藤井総長による
対談が実現しました。産業界と大学が連携すること
で、学校教育だけでは得難い「自ら問い、考える力」
を育む場の重要性を再確認しました。正解のない
課題に挑むこの取り組みを今後も継続し、次世代
と共に未来を創造する場としてさらに発展させてい
きたいという想いを強くしました。

東京都立科学技術高等学校 教諭　松本 大輝 氏
探究活動では課題発見・設定が大きな壁でしたが、
今年度のワークショップでも、クリアボードと付箋
を活用した協働的な活動により、多様な視点から
自然に課題設定に取り組めていました。さらに２年
生の研究では大学院生からの助言を得ることで、
研究を客観的に見直し、探究を深める良い刺激と
なっていました。

対談の模様を「東大TV」から
ご覧いただけます。
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と共に未来を創造する場としてさらに発展させてい
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自然に課題設定に取り組めていました。さらに２年
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研究を客観的に見直し、探究を深める良い刺激と
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対談の模様を「東大TV」から
ご覧いただけます。
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“ “東京大学駒場リサーチキャンパス公開2025

産学官民連携によるSTEAM教育
キャンパス公開や、女子の理工系進路を支援するイベントを開催しています。

教育教材開発
中学・高校の先生方に学校の授業でご利用いただける教材を開発しています。

実 施 日｜2025年5月30日（金）、5月31日（土）
参 加 者｜一般（中学生、高校生を含む）

　研究室による企画・展示、連携企業による体験型ブースの出展、理科教室を開講しま
した。

企業ブース
　JX金属株式会社（JX金属）、東京地下鉄株式会社（東京メトロ）、日本航空株式会社
（JAL）、日本精工株式会社（NSK）、一般社団法人日本トライボロジー学会の協力を得て、
工作や模型など体験型展示が多数用意されました。

理科教室
　JX金属による理科教室「カッパーくんの銅なってるの？」と、日本トライボロジー学会、
埼玉工業大学・長谷研究室との共催で、「摩擦の科学×謎解き『トライボロジーアドベン
チャー～でこぼこ大魔王を倒して世界を救え！』」を開講しました。

女子中高生のみなさん最先端の工学研究に触れてみよう！2025
実 施 日｜2025年10月11日（土）
講　　師｜伊藤 真利子（人間・社会系部門 特任講師）
　　　　　中澤 紀香（文部科学省研究振興局 係員）
　　　　　内藤 愛子（藤岡 洋 研究室 博士課程2年）
参 加 者｜女子中高生と保護者及び中学・高校の教員

本学 ダイバーシティ推進課の女子中高生理系進路選択支援
事業の一環として、公益財団法人 山田進太郎D＆I財団の協力
のもと実施されました。3名の講師の方から現在の研究や業務
の他、理系選択の決め手など語っていただきました。

　主に高等学校における「総合的な探究の時間」での「問いの設定」に至る
プロセスに焦点をあてた学習手法、教材になっています。「探究のイロハ」と
7つの「ワーク」から構成されており、生徒の主体的・対話的に取り組む力を
育てながら、探究の目的や「問い」を整理していきます。

探究学習デザインメソッド

　企業との連携によるワークショップや出張授業などをもとに映像教材を制作し、ONG STEAM STREAMのサイトで公開していま
す。各コンテンツには「内容とポイント」「対応単元例」を掲載しています。

デジタル教材・Web教材：
ONG STEAM STREAM

貸出教材・シミュレーション教材

体験型ブース（東京メトロ） 体験型ブース（NSK）

自由見学（竹内 昌治 研究室） 自由見学（小倉 賢 研究室）

体験型ブース（JAL）

理科教室の様子
（日本トライボロジー学会）

理科教室の様子（JX金属）

自由見学（水谷 司 研究室）

中学・高校の先生方に理科の授業でご利用いただける教材を
用意し、無料で貸し出しています。

飛行機の省エネについて考えてみよう！
JAL×東大生研「飛行機ワークショップ2025」の内
容をもとにしたデジタル教材です。鹿園直毅教授
による機械工学的な視点で飛行機の省エネを考
えていく講義をはじめ、グループワークや発表の
様子も収められています。

車輪のしくみを
調べてみよう
車輪の形状による、カーブの曲
がり方の違いを実験できます。

金属・材料を
調べてみよう
様々な金属に触れ、物質の特
性を感じてもらう教材です。

よく飛ぶ翼を
デザインしよう
飛行機の翼の形をデザイン
し、空気の流れをシミュレー
ションできます。

航空路線シュミレーター

「ベストな航空路線を作ってみよう
（国内線）」と「未来の地球を飛行機で
繋いでみよう（国際線）」があります。

貸出教材 航空路線シュミレーター
（国内線）

航空路線シュミレーター
（国際線）
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“
出張授業・受入授業・研究室見学
中学・高校からの依頼を受け、本所の教員が最先端の研究について講義します。

　全国各地からお申込みいただき、今年度は、出張授業5校、
受入れ授業5校、研究室見学14校を実施しました。

出張授業・受入授業・研究室見学

　ONGの授業や研究室見学に申込をしたい、貸出教材、デジタル教材を使ってみたい学校関係者の方、CSR･CSV活動に取り組みた
い、デザイン思考型人材育成や、産学連携に興味のある企業の方はウェブサイトをご覧いただき、ONGにご相談ください。

ONGについて・各種お申込について

活動事例
https://ong.iis.u-tokyo.ac.jp/archives/case

出張授業
本所の教員が学校へ赴き、最先端の
研究について講義します。

受入授業
本所において、最先端の研究につい
て授業を行います。

研究室見学
研究概要の説明を受け、実際の施設
見学をします。

本郷中学校

富山県立高岡高等学校

岡山県立岡山操山中学校

新潟県立柏崎高等学校

試作工場見学の様子

大石 岳史 研究室の様子

Member（2026年3月31日現在）
室長　教　授　大島 まり
次長　教　授　北澤 大輔
室員　教　授　清田  隆
　　　教　授　杉浦 慎哉
　　　教　授　川越 至桜
　　　准教授　酒井 雄也
　　　准教授　徳本 有紀

次世代育成オフィス（ONG）
ホームページ（PC・携帯端末対応）

https://ong.iis.u-tokyo.ac.jp/
東京大学基金「時代を切り拓くSTEAM創造性教育基金」
へのご賛同を宜しくお願いします。
基金ページ

https://cutf.u-tokyo.ac.jp/project/pjt140

東京大学生産技術研究所次世代育成オフィス（ONG）事務局
〒153-8505　東京都目黒区駒場4-6-1
TEL：03-5452-6894　FAX：03-5452-6895　E-mail：ong@iis.u-tokyo.ac.jp

室員　学術専門職員　上田 史恵
　　　学術専門職員　中野 多恵
　　　特任専門職員　堀江 啓子
　　　事務補佐員　岩月 知香
　　　事務補佐員　大島 智子
　　　事務補佐員　村本 晶子

UTokyoGSC-Next 専任
　　　学術専門職員　堀  公彦
　　　学術専門職員　駒崎 由紀




